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2020 年に入ってから台湾本島周辺海空域におけ

る中国軍の訓練が活発化し、それに呼応するかのよ

うに、同海空域における米軍の活動も増加している

ことがメディアでも注目を集めている。 

もともと中国軍の台湾本島周辺海空域における

訓練は 2016 年頃から活発化する傾向にあった。台

湾国防部が 2017 年 12 月に刊行した国防白書によ

れば、2016 年 8 月 18 日から 2017 年 12 月 11 日

にかけて、台湾周辺における中国軍の訓練事例とし

て取り上げた中国軍用機の活動は計 23 日間、海軍

艦艇の活動は計 4 日間あった1。その内訳を見ると、

中国軍用機が沖縄島・宮古島間を往復して西太平洋

で訓練を行ったのが 7 日間だったのに対して、バ

シー海峡を通過あるいは往復した事例は計 16 日間

あった。海軍では、空母「遼寧」が沖縄・宮古島間

を航行し、バシー海峡を抜けて南シナ海に航行した

事例が 1 度、台湾海峡を通過した事例が 3 度であ

る2。 

この時期に中国軍が台湾本島周辺海空域におけ

る訓練を活発化させた背景には、2016 年に台湾で

総統選挙が実施（1 月）され、民進党の蔡英文政権

が成立（5 月）したことが挙げられる。中台関係の

現状維持を強く主張するとともに、「1 つの中国」

や「92 年コンセンサス」を認めない民進党の政権

獲得は、中台統一を目指す習近平政権にとって望ま

しくない。そこで、習近平政権は蔡英文政権の発足

が避けられないものになってからは、軍事的な圧力

で台湾独立の動きを封じようとしたと考えられる。 

また、習近平中央軍事委員会主席が中国軍を

「戦って勝てる軍隊に」する目標を掲げていること

や、2016 年 2 月に七大軍区を五大戦区に再編した

ことを受けて、より実戦的な訓練を志向するように

なったこと、中国海軍、空軍に対する戦略的要請が

それぞれ「近海防御・遠海護衛」、「空天一体・攻防

兼備」となり、以前より活動領域を広げていること

も、中国軍の訓練活発化の要因に挙げることができ

るだろう3。 

本稿では、公開資料に基づき、中国軍や米軍の訓

練や活動がどの程度活発化しているのか、その実態

を明らかにすることを目的に執筆している。さらに

次稿においては、本稿で得られた知見を基にしつつ、

それらの訓練や活動の狙いを分析する。特に、最近

メディアで急速に浮上している中国軍が東沙島、バ

シー海峡を狙っているとの主張に注目して、その可

能性を分析することを試みる。 

 

 

2018 年 4 月に中国軍用機の台湾本島周辺におけ

る集中的な飛行が見られた。4 月 18 日から 20 日

にかけて、3 日間連続で中国軍機が台湾本島を周回

飛行し4、さらに 4 月 26 日に、H-6K爆撃機を含む

空軍機多数が台湾本島を周回飛行した。これらの周

回飛行はすべて東シナ海から宮古海峡を抜けて西

太平洋に出た後、バシー海峡を経由して中国大陸の

基地に戻るという飛行経路をとっている5。中国空

軍が公表した写真を見ると、H-6K爆撃機と戦闘機

の主翼下のハードポイントにミサイル状のものが

装備されていることもわかる6。これらは実戦を意

識した訓練と位置づけられているのであろう。 

緊迫化する台湾本島周辺情勢【１】－中国軍および米軍の活動実態－ 

 

１．中国軍の訓練活発化の実態  
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4 月は中国海軍の訓練活動も活発であった。4 月

19 日夜に「遼寧」1 隻、旅洋Ⅲ級ミサイル駆逐艦 1

隻、旅洋Ⅱ級ミサイル駆逐艦 3 隻及び江凱Ⅱ級フリ

ゲート 2 隻の計 7 隻がバシー海峡を抜けて西太平

洋に達し7、20 日に与那国島南約 350 ㎞の海域を東

進した8。さらに 21 日午前 7 時頃、太平洋から東シ

ナ海に向けて北西進する当該艦隊が確認されてい

る9。 

中国海軍、空軍による一連の活発な活動について、

国立政治大学の丁樹範名誉教授は米中貿易協議の

難航や米国側のファーウェイ（華為）のスパイ行為

懸念の提起により、中国が訓練に借りて米国に示威

行動を行ったとの見方を提起している10。 

続く 2019 年で特筆すべきは、3 月 31 日に 2 機

の中国空軍の J-11 戦闘機が台湾海峡中間線を越え

て飛行したことである。これに対して台湾空軍は

IDF を監視のために急行させたほか、F-16 戦闘機

を緊急発進させた。中国軍戦闘機の海峡中間線を越

えた飛行時間も 10 分を超えたことから、台湾側の

反応を探る意図的な挑発行動と考えられている11。 

中国の台湾に対する強硬な姿勢は軍事指導者の

発言からもわかる。6 月 2 日、シャングリラ会合に

中国国防部長として 8 年ぶりに参加した魏鳳和国

防部長は、「他国が台湾の分離を図るのであれば、

全ての犠牲を払って戦うという選択肢しかない」と

述べ、台湾支援の姿勢を強める米国を牽制したこと

が報じられた12。中国指導部は世界が注目するシャ

ングリラ会合を、中国の決意を内外に示す好機と捉

えたのだろう。 

また、7 月末から 8 月初めにかけて、中国政府は

台湾本島北側の東シナ海（浙江省東部沖合）と、台

湾海峡の南の出入り口付近にあたる福建省東山島

（金門島から南西約 55 キロメートルに位置）周辺

海域において、それぞれ 5 日間船舶航行を禁じる通

知を発した。2 つの航行禁止海域がいずれも広範囲

で、8 月 1 日が中国の建軍節であることから節目の

演習になる可能性があると北京外交筋は指摘した

13。本記事を掲載した日本紙は演習が米国への対抗

措置であるとの見方を示したが、通知が台湾への自

由旅行停止措置とほぼセットで発表されているこ

とや、演習海域が南北から台湾海峡と台湾本島をお

さえる位置でもあることから、中国の台湾に対する

「文攻武嚇」の要素も十分にある演習となった。ま

た、台湾総統選挙戦が本格化する時期であり、中国

が台湾への圧力を高めたと民進党政権は判断した

14。 

中国海軍、空軍による台湾周辺海空域における活

動の活発化の傾向は、2020 年に入ると一段と顕著

になっている。2 月 9 日、中国空軍の H-6 爆撃機、

J-11戦闘機、KJ-500警戒管制機などがバシー海峡、

西太平洋、沖縄島・宮古島間を飛行した15。中国軍

東部戦区の報道官は、空軍機のほかにも艦艇も出動

させて統合作戦能力を検証したと述べている16。続

く 2 月 10 日には、H-6 爆撃機が短時間、台湾海峡

中間線を越えて飛行した17。この時飛行した爆撃機

は前日に防衛省統合幕僚監部が発表した H-6 爆撃

機と同一であることが機体番号から確認できる。両

日ともに翼下に CJ-10 と見られるミサイルを懸架

していた（模擬弾か実物かは不明）。これは頼清徳

次期台湾副総統の訪米（2 月 2～9 日）に対する強

硬な反応と見られている。 

3 月 18 日にはソマリア沖・アデン湾での海賊対

処活動を終えた艦隊に 1 隻が加わって、台湾東部海

域（西太平洋）を航行した。海賊対処から帰港途中

の艦隊に江凱Ⅱ級ミサイルフリゲート「安陽」を差

し向けて 4 隻で艦隊を編制していること、また、3

月 18 日に東シナ海に入り18、青島帰港が同月 25 日

午後だったことから、これらの海域で比較的念入り

な訓練を行ったと考えられる19。 

4 月には空母「遼寧」を中心とする艦隊が南シナ

海・太平洋で訓練を行っている。艦隊の構成を見る

と、空母１隻、旅洋Ⅲ級ミサイル駆逐艦 2 隻、江凱

Ⅱ級ミサイルフリゲート 2 隻、高速戦闘支援艦 1隻

の計 6 隻からなっており、米海軍の空母打撃群の構

成と同じである。このほかに、商級原潜が空母艦隊

の航行海域を先行していたと考えられる。海上自衛

隊の P-1 哨戒機が潜水艦を探知していた可能性は

あるが、探知したことを公表すれば、能力を知られ
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てしまうので控えているものと思われる。 

また、4 月 28 日午前、現在ソマリア沖・アデン

湾で海賊対処活動中の第 34 次艦隊と交代する第

35次艦隊が浙江省の舟山から出港した20。同艦隊は

29 日、沖縄島・宮古島間を抜けて西太平洋に入り、

バシー海峡を経て南シナ海などで訓練をしながら

ソマリア沖に向かった21。第 33 次艦隊と第 35 次艦

隊はそれぞれ北海艦隊と東海艦隊に所属する艦艇

であり、帰港・出港に利用した港の位置から見ると、

台湾海峡を通過しようが沖縄島・宮古島間を抜けて

太平洋からバシー海峡を通過しようが、目的地まで

の距離を考えればどちらの航路を選択しても大差

はない。そのようなときは敢えて台湾東部海域とバ

シー海峡を航行するルートを選択して、これらの海

域に習熟させるようにしている可能性もある。 

総じて言えば、中国軍の訓練は実戦を模したもの

にシフトしてきており、以前は考慮していた天候の

要素を排除し、訓練時間を固定化せずに長時間にわ

たる連続した密集訓練を実施したり、夜間訓練を実

施したりしている 。第一列島線内での訓練を常態

化させることによって、台湾民衆の警戒感を麻痺さ

せる狙いがあると考えられる。 

 

 

表１ 中国軍艦艇の台湾周辺海域進出状況（2020 年） 

 

 

出所：歐錫富「遼寧艦趁美軍戰備下降對台武嚇」『國防安全雙週報』第 1 期（財團法人國防安全研究院、2020

年 4 月 24 日）および筆者加筆により作成 

 

表２ 中国軍機の台湾周辺空域進出状況（2020 年） 

 

月日 機種、機数（複数の場合のみ記載） 飛行空域 

1 月 21 日 Su-30 戦闘機、Y-8 機 中国南部・バシー海峡を往復 

1 月 23 日 
KJ-500 警戒管制機、H-6 爆撃機など 中国南部→バシー海峡→西太平洋を往復し中国に

帰投 

2 月 9 日 J-11 戦闘機、KJ-500、H-6 バシー海峡→西太平洋→沖縄・宮古島間→中国 

月日 艦名 航行海域 

3 月 18 日 

ミサイル駆逐艦「西寧」、ミサイルフリ

ゲート「濰坊」・「安陽」、高速戦闘支援艦

「ココリシ湖」 

台湾東部海域→沖縄島・宮古島間→青島 

＊ソマリア沖・アデン湾における第 33 次海賊対処活動を終

えて青島に帰港途中 

4 月 11 日 
空母「遼寧」、ミサイル駆逐艦「西寧」・

「貴陽」、ミサイルフリゲート「棗荘」・

「日照」、総合補給艦「フルン湖」 

沖縄・宮古島間→太平洋→南シナ海 

 

4 月 22 日 
南シナ海→バシー海峡→太平洋 

＊22～28 日まで太平洋で訓練 

4 月 28 日 太平洋→沖縄・宮古島間→東シナ海 

4 月 29 日 
ミサイル駆逐艦「太原」、ミサイルフリ

ゲート「荊州」、補給艦「巣湖」 

舟山→東シナ海→沖縄・宮古島間→太平洋→バ

シー海峡→南シナ海 

＊第 35 次海賊対処活動に向かう途中、5 月 2 日に南シナ海

で訓練 
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＊統合幕僚監部は H-6 が 4 機沖縄・宮古島間を通過と発表 

2 月 10 日 

H-6 など バシー海峡→西太平洋を往復し中国に帰投 

J-11 上記 H-6 の護衛で台湾海峡中間線を一瞬越えて飛

行 

2 月 28 日 
H-6 台湾南西空域からバシー海峡を飛行後、中国に帰

投 

3 月 16 日 
KJ-500、J-11 台湾南西空域。海峡中間線を一瞬越えて飛行。 

＊台湾周辺空域における初の夜間飛行訓練 

4 月 10 日 
H-6、KJ-500、J-11 台湾南西空域からバシー海峡を飛行後、中国に帰

投 

出所：表 1 に同じ 

 

 

 

中国軍の台湾本島周辺における活発な訓練に対

して米側も反応している。2018 年 4 月 24 日に米

空軍所属の B-52H戦略爆撃機 2 機が南シナ海を飛

行した。B-52H はグアムのアンダーソン基地を離

陸して南シナ海に飛行し、帰投前に沖縄付近で米空

軍の F-15C 戦闘機と訓練を行った22。これは、実施

時期を考えれば、明らかに中国の一連の行動に対す

る牽制と受け取れる。米国が台湾問題に対して注意

を払っていることを中国側に示したものと言って

よいだろう。 

2019 年の米中関係は覇権対立の様相にシフトし

てきたこともあり、台湾をめぐる米中の争いも深

まっていった23。米海軍艦艇の台湾海峡通過は毎月

のように実施され、常態化した24。同年における米

海軍の台湾海峡通過ではミサイル駆逐艦 2 隻艦隊

で航行した事例や、米海軍駆逐艦と沿岸警備艇によ

る艦隊編制も見られたほか25、ドック型輸送揚陸艦

がＰ-8 哨戒機 2 機とともに台湾海峡を航行した事

例も見られた26。米国も海軍イージス艦単艦による

航行だけでなく、さまざまな台湾海峡航行の形態を

試しているように見える。また、7 月における

M1A2T 戦車 108 両の売却決定、8 月における F-

16C/D BLK70 戦闘機 66 機の売却決定は、米国の

対台湾武器輸出で近年稀にみる規模であり、台湾軍

の戦力強化に直接結びつくものであった27。 

 2020 年に入って、台湾周辺海空域における米軍

の活動はさらに活発化している。米軍は電子偵察機

や哨戒機を台湾周辺で飛行させて、各種情報収集し

ていることがうかがえる。米軍は 2020 年 5 月 10

日の段階で、南シナ海・東シナ海・黄海・台湾海峡

で 39 回飛行しているが、これは 2019 年の同時期

と比較して 3 倍以上の飛行回数である28。米軍機が

頻繁に台湾周辺を偵察する理由は空母「セオドア 

ローズベルト」のグアム検疫期間中と重なっており、

この期間の中国軍の動向を把握する狙いがあった

とも考えられる29。 

 また、米空軍新鋭の B-1B 爆撃機 2 機が台湾北東

空域を 5 月 4 日、6 日に飛行している。これは、5

月 14日から渤海湾で開始された 2か月半にわたる

中国軍の大型演習に対する米軍の牽制と受け取る

こともできよう。 

 

表 3 米軍機の台湾周辺空域飛行状況（2020 年） 

月日 機種、機数（複数の場合のみ記載） 飛行空域 

1 月 31 日 B-52H 爆撃機 台北飛行情報区内を巡航 

2 月 2 日 WC-135W偵察機 南シナ海→台湾海峡南部 

2 月 12 日 MC-130J 特殊作戦機 台湾海峡を北から南へ 

２．米軍の台湾周辺での活動も活発化 
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B-52×2 台湾東部空域を北から南へ 

2 月 13 日 EP-3E 電子偵察機 
嘉手納基地・台湾本島最南端南西 70～80 海里間を

往復 

2 月 18 日 EP-3 南シナ海→台湾南部空域→嘉手納基地 

3 月 11 日 RC-135W 偵察機、P-3C 哨戒機 嘉手納基地→バシー海峡→南シナ海 

3 月 18 日 

EP-3E バシー海峡→台湾南西空域→南シナ海 

B-52H×2 
グアム島アンダーソン基地→南シナ海 

＊途中で KC-135R が空中給油 

月 19 日 RC-135U 偵察機 嘉手納基地・南シナ海間往復 

3 月 25 日 
EP-3E 台湾南西空域→高雄外海で数度周回 

3 月 26 日 
B-52H×2 

台湾に近い東シナ海防空識別区を戦術偵察飛行 

＊途中で KC-135R が空中給油 

3 月 27 日 RC-135×2、EP-3E 台湾南西空域→南シナ海 

3 月 31 日 P-3C バシー海峡→南シナ海 

4 月 8 日 RC-135U 台湾南部空域 

4 月 10 日 RC-135U バシー海峡→中国沿海を偵察飛行 

4 月 11 日 EP-3E 
バシー海峡→南シナ海 

＊「遼寧」が台湾東部海域を航行 

4 月 12 日 EP-3E 台湾南部空域 

4 月 13 日 
RC-135U 台湾南西空域 

P-3C 
バシー海峡→南シナ海 

4 月 14 日 P-3C 

4 月 15 日 RC-135W 
台湾南部空域 

4 月 17 日 RC-135U 

4 月 18 日 P-3C 

バシー海峡→南シナ海 4 月 21 日 EP-3E 

4 月 25 日 P-3C 

4 月 30 日 EP-3E バシー海峡→高雄外海で数度周回 

5 月 1 日 B-1B 爆撃機×2 米国本土→台湾北東方空域→アンダーソン基地 

5 月 2 日 EP-3E バシー海峡→南シナ海 

5 月 4 日 
B-1B×2 アンダーソン基地・台湾北東方空域往復 

KC-135R 嘉手納基地→バシー海峡→南シナ海 

5 月 6 日 B-1B×2 アンダーソン基地・台湾北東方空域往復 

出所：表 1 に同じ 

 

表 4 米軍艦艇の台湾周辺海域航行状況（2020 年） 
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月日 艦名 航行海域 

1 月 16 日 タイコンデロガ級巡洋艦シャイロー 

台湾海峡通過 

2 月 15 日 タイコンデロガ級巡洋艦チャンセ

ラーズヴィル 

3 月 25 日 アーレイバーク級駆逐艦マッキャン

ベル 

4 月 10 日 アーレイバーク級駆逐艦バリー 

4 月 23 日 バリー 

5 月 14 日 マッキャンベル 

出所：表 1 に同じ 

 

台湾の国防安全研究院先進科学技術・作戦概念研

究所の欧錫富所長は、中国軍内における新型コロナ

ウイルス感染症の罹患状況は秘匿されているが、一

定規模の感染被害が出ており、各軍種も大型演習や

集団訓練を停止しているとの見方を紹介している

30。ただ、本稿で分析したように中国軍による台湾

への圧力が減少しているという印象はない。2020

年 2 月には昨年 3 月以来の中国軍機による台湾海

峡中間線越えの飛行があり、むしろ昨年よりも軍事

的圧力は強まっている。空軍では月あたり 1～2 回

の台湾周辺での活動が報じられている。海軍に関し

ては年初こそ活動は報じられていないものの、3 月、

4 月に台湾東部海域やバシー海峡で活動している

ことは注目される。 

米軍も空軍機の活動については、台湾南部海域、

バシー海峡を中心としており、同海空域における中

国軍の動向の情報収集を重視しているものと考え

られる。 
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